
𝑦 

𝑥 
0 −1 1 2 3 4 

𝑎 = 4 − 2√3 

𝑎 =
2

3
 

𝑎 =
1

2
 

2026年東大文□3  

(1) 

𝑥 ≧ 4において𝑓(𝑥)は単調増加であり、𝑓(𝑥) ≧ 𝑓(4) =
9𝑎

8
+
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− 3 

ℎ4(𝑎) = 𝑓(4) =
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8
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− 3とすると ℎ4′(𝑎) =
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9𝑎2 − 16

8𝑎2
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(3𝑎 + 4)(3𝑎 − 4)
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0 < 𝑎 < 1においてℎ4′(𝑎) < 0であるから ℎ4(1) =
1

8
 lim

𝑎→+0
ℎ4(𝑎) = +∞ ∴ 𝑓(4) >

1
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𝑔(𝑥)のグラフはのこぎり型になり、𝑔(4) = 0, 𝑔(5) = 1である。 

ℎ5(𝑎) = 𝑓(5) = 2𝑎 +
2

𝑎
− 3とすると ℎ5′(𝑎) = 2 −

2

𝑎2
=
2(𝑎 + 1)(𝑎 − 1)
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0 < 𝑎 < 1においてℎ5′(𝑎) < 0であるから ℎ5(1) = 1 lim
𝑎→+0

ℎ5(𝑎) = +∞ ∴ 𝑓(5) > 1 

4 ≦ 𝑥 ≦ 5において𝑔′(𝑥) = 1。𝑓′(𝑥) =
𝑎

4
(𝑥 − 1)より、

3

4
𝑎 ≦ 𝑓′(𝑥) ≦ 𝑎 < 1 

𝑦 = 𝑓(𝑥)と𝑦 = 𝑔(𝑥)は、4 < 𝑥 < 5において共有点を持たない。 

以上により、𝑥 ≧ 4において ∴ 𝑓(𝑥) > 𝑔(𝑥) (証明終) 

 

(2) 

𝑦 = 𝑓(𝑥)の頂点の𝑦座標
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− 3は、

1

2
< 𝑎 <

2

3
において単調減少で、0 <

2

𝑎
− 3 < 1である。 

ℎ3(𝑎) = 𝑓(3) =
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𝑓(3)は、
1

2
< 𝑎 <

2

3
においてℎ3′(𝑎) < 0であるから単調減少で、

1

3
< 𝑓(3) <
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4
である。 

𝑓(3) = 1となる𝑎を求める。
𝑎

2
+
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𝑎
− 3 = 1より 𝑎2 − 8𝑎 + 4 = 0 𝑎 > 0より ∴ 𝑎 = 4 − 2√3 
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2
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3
であり、グラフより、求める共有点の個数は  

{
 
 

 
 
1

2
< 𝑎 < 4 − 2√3のとき 2個

𝑎 = 4 − 2√3のとき 3個

4 − 2√3 < 𝑎 <
2

3
のとき 4個

 ⋯⋯(答) 

 


